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第６期の企業及び教育機関の主な成果

夢ある“農業⼥⼦”応援PJで農機セミナー by 井関農機(株)

農業WEEK2019で農業⼥⼦PJ成果品をPR by アイアグリ（株）

⾃社の出展ブースの⼀⾓に農業⼥⼦プロジェクトのPRコーナーを設置し、農
業⼥⼦プロジェクト成果品の展⽰を実施し、農業⼥⼦プロジェクトをPR。

農業⼥⼦とコラボし斬新なおふろイベントを開催 by （株）温泉道場

農業⼥⼦メンバーの未完熟りんご100個を露天⾵呂に浮かべ、 「⽇本⼀早い」り
んご⾵呂を実現。⼊浴者からは、「農業の⽣産現場を少し知ることが出来た」
など好評。

農業機械の扱い⽅や効果的な使⽤を学ぶ「夢ある“農業⼥⼦”応援PJ」を全
国各地で開催。今期は、兵庫、⼭形、宮城の３か所で開催し、67名が参加。

第６期 企業プロジェクトの主な成果①
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第６期 企業プロジェクトの主な成果②

⼦供向けの農作業体験を実施 by コンビ・コンビウィズ

農業⼥⼦のまいにち服を開発 by (株)しまむら

千葉・福岡・札幌・旭川の4会場にて座談会を開き、現地の農業⼥⼦の「こん
な機能があったらいいな」をデザイナー・バイヤーの⽅たちが直接聞いて、デ
ザインジップパーカ、シャツ、⻑袖（半袖）Tシャツ、エプロン付パンツをは
じめ、ギャルソンやショート丈レインシューズなど幅広く展開。

コンビウィズが運営する保育園に通う園児を対象に、農業⼥⼦メンバーの圃場
にて農作業体験を実施。

農業⼥⼦の夏野菜の楽しみ⽅レシピを発信 by シャープ(株)

⼀般消費者の皆様に楽しんで頂きながら野菜をもっとおいしく召し上がって
いただくための、農業⼥⼦ならではの“ちょっと変わった夏野菜の楽しみ⽅”
を発信するページを作成。
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第６期 企業プロジェクトの主な成果③

農業⼥⼦メンバーの経営・プロモーション⽀援を実施 by 城北信⽤⾦庫

農業⼥⼦メンバーと当⾦庫のお取引先企業等をつなぐビジネスマッチングを実
施。また、プロモーション⽀援を⽬的に、特設サイト「Naturliga」紹介⽤リー
フレットの制作や、当⾦庫協賛の地域イベントに出店したメンバーのサポート
を新たに実施。

「農業⼥⼦PJフィルムパッケージ勉強会」を開催 by (株)精⼯
野菜や果物のフィルムパッケージの基礎知識からフィルムの機能性を活かした
包装⽅法など、座学・⾒学。意⾒交換会では、流通時の問題をクリアできる
パッケージ案や、環境に配慮したパッケージの使⽤⽅法等、新たな形状などの
提案。

農業⼥⼦inライスマイルプロジェクトでBBQを開催 by 象印マホービン(株)

昨期、農業⼥⼦メンバー、東京家政⼤（はぐくみ校）も参加した「ごはん会議」で議論
した結果を具現化させたバーベキューイベント「ライスマイル極うま炊飯」を開催。
当⽇は、農業⼥⼦メンバー３名も参加。⾃ら育てられたお⽶も提供し、⼀般参加した
若者の中には、品種によって味の違いがあることを初めて知った者も多く、炊き⽐べ・
⾷べ⽐べに興じながら、お⽶トークで⼤いに盛り上がるイベントに。
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第６期 企業プロジェクトの主な成果④

カラフルな軽トラを使⽤した農業⼥⼦マルシェを全国で展開 by ダイハツ⼯業

農業⼥⼦メンバーが主催する各地域でのマルシェ等のイベントにおいて、イベント
を盛り上げるべくオレンジやピンクなどのカラフルなハイゼットトラックを貸し出
し、地域密着をテーマにした 『LOVE  LOCAL活動』 を展開。第６期は全国13か
所で実施し、多くの農業⼥⼦メンバーに好評。

Sante︕2019ご当地タニタごはんコンテスト全国大会の開催 by (株)タニタ

全国の郷⼟料理をタニタが考える健康的な⾷事の⽬安で、現代⾵にアレンジした
レシピを競う「タニタご当地ごはんコンテスト」の開催にあわせ、｢⾷｣と「健
康」の重要さを幅広い世代に体験することを⽬的に⽇本全国から集めた⾷材・郷
⼟料理の販売等を⾏う「Sante! Futakotamagawa 2019」を開催。マルシェに、
農業⼥⼦が出店。

「チバコトラボ」で農業⼥⼦PJメンバーがキュレーター活動中︕
by ⼤⽇本印刷（株）

千葉の魅⼒発信サイト「チバコトラボ」で、千葉の農業⼥⼦PJメンバーが千葉の
魅⼒を発信するブログを掲載中。（現在の掲載者は、實川さん、⻘⽊さん）
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第６期 企業プロジェクトの主な成果⑤

チャットボットサービス「レイミーの農薬チャットルーム」開始︕ by ⽇本農薬(株)

ホームページ上でキャラクターが様々なご案内を⾏うチャットボット（話形式
の⾃動応答プログラム）サービス「レイミーの農薬チャットルーム」を開始。
農薬を使った作物を⾷べても安全と⾔えるのはなぜか︖消費者に分かりやすく

説明したいというニーズを受け誕⽣したサービス。

住宅博覧会のイベントでコラボ活動 by (株)東洋ハウジング

住宅博覧会のステージイベントで、農業⼥⼦のアイデアを活かしたモデルハ
ウス「nagomino N-jyo」の開発の説明や農業⼥⼦マルシェ、参画企業各社
と連携して開発した商品の展⽰等を実施。

農業⼥⼦てぶくろ座談会を開催 by (株)東和コーポレーション

新商品開発プロジェクトとして、作業⽤⼿袋開発にご意⾒をいただける農業⼥
⼦メンバーとメンバーの⾷材を使ったランチミーティングを開催、活発な意⾒
交換。⼥⼦の意⾒を取り⼊れた⼿袋開発が進⾏中。
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お中元・お歳暮ギフトでのコラボ商品の展開︕ by 三越伊勢丹

農業と⾷と消費者がよりいっそう深くつながるような取組として、昨年
に続き、農業⼥⼦⾃慢の⾷材を使⽤した中元歳暮ギフト商品を開発し、
販売。複数の農業⼥⼦が作った素材を選定し、加⼯業者と繋げることで、
特別な商品に仕上げて新たな価値を創出。

「831やさいフェスタ」農業⼥⼦が野菜の魅⼒を発信︕ by ﾊﾞﾝﾀﾞｲﾅﾑｺｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ

８⽉31⽇（⼟）の「やさいの⽇」に、(株)バンダイナムコアミューズメントの
未就学児向け施設「あそびパークPLUS」にて農業⼥⼦による⾷育イベントを
実施。野菜クイズや収穫体験、ミニ野菜ブーケ作り等、⼯夫を凝らした遊びを
企画。

第６期 企業プロジェクトの主な成果⑥

⼥性に優しいバッテリー式草刈り機を開発中︕ by （株）丸⼭製作所

軽くて、使いやすい⼥性に優しい草刈機「かる〜の」に続く、
バッテリー式草刈機を開発中。
３⽉には、農業⼥⼦メンバー７名が集まり、草刈機の実習・意⾒
交換などをする第１回キックオフ⼤会を開催。現在、各メンバー
のモニター意⾒を集約し、来期の開発を⽬指している。
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第６期 企業プロジェクトの主な成果⑦

フリマアプリ「ラクマ」で農業⼥⼦メンバーの農産物販売が好調 by 楽天(株)

農作業をサポート「ひざ腰サポートスパッツ」が完成︕ by （株）ワコール

“⻑時間の中腰作業”や“⽴ちしゃがみの繰り返し”など、農作業時、
膝・腰・股関節に負担を感じているという声に応える「ひざ腰サ
ポートスパッツ」を開発。農業⼥⼦メンバーとワコールによる意
⾒交換会やメンバーの着⽤テストを経て完成。

19年春夏新商品フィールドもんぺWomenʻsを発売 by （株）モンベル

農業⼥⼦の意⾒を取り⼊れたもんぺを発売︕
伝統的な作業着のもんぺを素材やシルエットにこだわり、動きやすく仕上げたパ
ンツです。適度なストレッチ性を持つ独⾃素材を使⽤し、ゆったりとした胴回り
と裾を絞ったシルエットにより、⾜上げやしゃがむ動作がスムーズに。

農業⼥⼦メンバーが出品する農産物を、お客さまが安⼼して直接購⼊できるように、
フリマアプリ「ラクマ」内に農業⼥⼦メンバーを紹介する特設ページを設置。
また、出品したい農業⼥⼦メンバーを、ラクマ担当者が丁寧にサポート。
今期は、第５弾（１⽉）、第６弾（６⽉）の参加募集を⾏い、参加者は50名を突
破。加えて第７弾（10⽉）加⼊の13名が現在準備中、引き続き拡⼤中。
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第６期 チームはぐくみの主な成果①

農業⼥⼦が⺟校で農業を語る︕ by 蒲⽥⼥⼦⾼等学校

普通科の⼥⼦⾼校ながら、⽣徒へのキャリア教育の⼀環として、
2014年から「農業プロジェクト」を実施。千葉県館⼭市との連携に
よる⽥植えからの稲刈り体験も実施。
卒業⽣の農業⼥⼦メンバーが佐々⽊先⽣との対話形式で、農業を始め
た経緯や農業の魅⼒について語る授業を実施。

 農業⼥⼦メンバーと交流︕

卒業⽣の農業⼥⼦メンバーと学⽣が交流︕ by 近畿⼤学

近畿⼤学卒業⽣である農業⼥⼦メンバーが現役学⽣に対し、“進路と職業”
をテーマとした講義を実施。学⽣時代に⾏っておくべきこと、やりたい仕
事を⾒つける⽅法などについて、現役学⽣達へアドバイス。また近畿⼤学
卒業⽣の農業⼥⼦メンバーの農場でインターンシップ。

 企業との連携も⾏っています︕
学祭カフェと農業⼥⼦の農産物がコラボ︕ by 東京家政⼤学
第５期に引き続き、学祭のカフェで農業⼥⼦の農産物を使⽤し、
⼀般来場者に農業⼥⼦をPR。事前に提供した農業⼥⼦にインタ
ビューも実施。
象印マホービン(株)と農業⼥⼦による「ごはん会議」のイベント
にも参加。
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第６期 チームはぐくみの主な成果②

卒業⽣と学⽣との交流、学⽣の農作業体験と農業⼥⼦との意⾒交換
by 東京農業⼤学

１．卒業⽣の農業⼥⼦３名を講師として招き、⼤学で講演会。
２．農業に興味がある学⽣のため井関農機(株)の協⼒を得て、⽥植体験。
３．⾼⼤連携「農業⼥⼦PJインターンシップ」開催。

東京農業⼤学3キャンパスの⼥⼦学⽣10名と蒲⽥⼥⼦⾼等学校の⼥⼦学⽣1名
が、⻑野県でキャベツの収穫体験。農業⼥⼦３名と意⾒交換会。

４．⼤学の収穫祭で農業⼥⼦プロジェクトの取組を発信。
５．農業⼥⼦とのコラボによるワークウェアの開発。

農業⼥⼦プロジェクトメンバー×⼥性研究者による出前講義を実施 by ⼭形⼤学

現場で活躍する⼥性農業者から学⽣に対し、農業の魅⼒を講義することで、
「農業」を職業選択の⼀つとして考え、就農につなげることを⽬的に活動。
また、農業⼥⼦PJ参画企業の象印マホービン(株)から、圧⼒IH炊飯ジャー
「演舞炊き」をご提供いただき、⾹り・⾷感・味について３種類の「お⽶の
⾷べ⽐べ」を実施。


